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JSDRR Annual Conference -2009/Nagaoka 
文化に注目して自分たちの社会について語ろうとす
る営みは、文化をすでに存在するものとして固定的に捉
えることではなく、文化を通じて自分たちの社会のある
べき姿を語ることである。ジャワ文化を持ち出すことは、
村落部と外部世界が直結する形で発展してきた社会関係
のあり方を見直し、ジャワ文化の中心地とされるジョグ
ジャカノレタ市を軸とした地域社会として再編成しようと
する側面を持っている。
今日では労働移動などによってジャワの村落部住民
と外部世界とが結ぼれていることはすでに述べた通りだ
が、グローパ／レ化が進む今日の世界では、自然災害の支
援活動が国境を超えて行なわれることにより、村落部の
被災者は外部世界の支援者による支援活動に直接さらさ
れる状況にある。他者の被災に関心を寄せ、ボランティ
アとして被災地入りして支援活動に携わる人々が増えた
ことは、外部世界からの支援者と被災者とが個別に直接
結びつく機会を増やす側面も持っている。
ジョグジャカルタ市を拠点とする地元 NGOは、外部
世界の支援者と被災者との直接的な結びつきが増え、こ
れによって地域社会内の相互扶助が失われることを懸念
した。ジャワの被災地を歩くと、外国から来た支援者に
向けて、 倒壊した家屋の壁に「HELPJや rMONEYJな
どと英語のメッセージが書かれているのを見かけた。
コミュニティ ・ペーパーを通じて地元 NGOが繰り返
したのは、「外部社会からの支援はいらない、ジャワ人は
ゴトンロヨン（相互扶助）の伝統があるので自分たちで
復興再建できるj「外部社会からの支援団体はジャワ文化
がわかっていないために地域社会に直接接するべきでは
ない、自分たち地元NGOとともに活動するべきであるJ
などの主張だった。ジャワ社会の自立性を強調し、それ
をジャワ文化として語ることで、被災者が外部世界から
の支援を安易な形で受け取ることを戒めるとともに、地
元 NGOが村落部の被災者と外部世界との橋渡し役とな
ることを正当化している。
地元 NGOは、ジャワ文化を持ち出すことによって、
この震災を「個人の被災Jではなく「ジャワ社会の被災j
として語ろうとした。それは、被災者と支援者とが個別
に直接関係を作るだけでなく、被災者どうしの関係を結
ぶ場や、被災者たちが lつの地域社会として支援者と関
係を結ぶ場を作り出そうとする試みなのである。
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